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年
頭
の
ご
挨
拶	

施
設
長
　
飯
塚
　
喜
弘

　

皆
様
に
謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
当
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
る
ご
利
用
者
各
位
並
び
に
支
え
て
下
さ
る
関
連
事
業
所
各
位
に
は
、
心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
を
始
め
若
い
世
代
の
活
躍
が
目
覚
し
い
一
年
で
、
沢
山
の
感

動
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
私
の
母
校
で
あ
る
秋
田
県
立
金
足
農
業
高
等
学
校
硬
式
野
球

部
の
活
躍
に
は
、
感
動
は
勿
論
、
勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。
反
面
、
自
然
災
害
や
事
故
等

に
よ
り
痛
ま
し
い
報
道
も
あ
り
ま
し
た
。

　

当
会
に
お
い
て
は
、
長
年
、
施
設
長
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
半
田　

政
敏　

氏
の
退

任
に
伴
い
、
私
自
身
が
施
設
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
歴
代
施
設
長
と
比
べ
若
輩
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ご
利
用
く
だ
さ
る
皆
様
が
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま

た
、
今
日
ま
で
の
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
幾
分
で
も
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
精
一

杯
、
職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
法
人
が
運
営
す
る
各
事
業
所
で
は
、
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
事
業
毎
に
各
種
委
員
会
の
設
置
、
部
門
毎
の
協
議

を
毎
月
開
催
す
る
こ
と
で
、
ご
利
用
者
様
の
た
め
に
今
出
来
る
事
、
目
指
す
べ
き
姿
や

方
向
を
様
々
な
場
面
で
確
認
、
協
議
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
利
用
下
さ
る
皆
様
が
、

よ
り
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
想
い
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

そ
の
基
礎
と
な
る
の
は
、
当
法
人
が
定
め
て
い
る
次
の
基
本
理
念
で
す
。

　

私
共
職
員
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
こ
の
理
念
を
土
台
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
、
基
本
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
皆
様
よ
り
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
安
心
な
社

会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
社
会
貢
献
事
業
の
取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
あ
る
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
幸
楽
会
　
基
本
理
念

一
．
利
用
者
の
権
利
と
尊
厳
を
最
優
先
し
ま
す

一
．
一
人
ひ
と
り
の
人
権
や
人
間
性
を
尊
重
し
ま
す

一
．
利
用
者
の
家
族
を
継
続
的
に
支
援
し
ま
す

一
．
法
人
の
人
的
・
物
的
機
能
を
地
域
に
開
放
し
ま
す

一
．
低
所
得
者
・
社
会
的
援
護
を
要
す
る
人
を
支
援
し
ま
す

一
．
法
令
遵
守
を
念
頭
に
活
動
し
ま
す

昔
な
が
ら
の
杵
と
臼
は

懐
か
し
い
で
す
ね
。

餅
つ
き
大
会

発　行
社会福祉法人 幸楽会
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幸楽園ぬくもり写真館幸楽園ぬくもり写真館
クリスマス会 演芸会

敬老会

体験学習

初笑い

ありがとう
サンタさん♥ うれしい♪♪ 本物！？

　秋田和洋女子高等学校の２名の学生さんが、２
日間にわたって、介護体験をして下さいました。
　将来、幸楽園での体験が大きな糧となり、困っ
た方々のために活躍下されば幸いです。
　お疲れさまでした。

幸楽園地元救援隊・秋田市消防団上新城分団との合同訓練

　幸楽園では有事に備え、毎年幸楽園地元
救援隊・秋田市消防団上新城分団と合同防
災訓練を行っております。皆さん本番さな
がらの真剣な表情で、職員による説明や車
椅子の移乗体験、施設内の設備及び避難誘
導経路を点検、確認して頂きました。

歌っこ聴いて踊っこ観て大満足！

とってもステキな
笑顔です

皆さん
おめでとうございます。 健康祈って。

おみくじ引いたよ！
大吉！！ガブッ！
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　認知症等により判断能力や記憶力が低下し道に迷ったり、自分の家が分からなくなってしまう事が
ありますが、秋田市ではそのような事態に備え「事前登録」を実施しております。登録した情報は
警察と共有し、配布されたステッカーを活用することで、早期発見・保
護、早期の身元確認に繋げることが出来ます。当事業所でも、登録窓口
である地域包括支援センターと連携を図りながら、介護サービスの利用
調整、各種制度の情報提供等行っておりますので、お困りごとがありま
したらお気軽にご相談ください。

幸楽園ほっと通信幸楽園ほっと通信
ご利用者の皆様が、安心して楽しく安全に過ごしていただけますようお手伝いいたします。

幸楽園訪問介護ステーション幸楽園訪問介護ステーション幸楽園訪問介護ステーション
　日々の調理援助の中で、多くリクエストされ
るものに「お浸し」があります。野菜を茹でる
だけで簡単にできるのですが、軟らかかった
り、硬かったり、水っぽかったりと、とても奥
の深い物なのです。今回の調理実習では、工夫
して茹でたほうれん草を使った白和えと、金沢
の郷土料理の治部煮を作ってみました。

ご利用については　☎018-827-7566　担当　児玉・松山まで

介護や生活に関するお問い合わせは　TEL 018-870-2226
（実物大）

クリスマス会

豪華な祝膳でお食事。

コサージュも付けて
華やかです！

集合～！ とっても可愛いでしょ♪♪

クリスマスケーキ
「いただきまぁ～す」

ケロッ！

ワッ！

敬老祝

幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター幸楽園居宅介護支援事業所　幸楽園在宅介護支援センター

おめでとうございます

お誕生日会
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外旭川デイサービスセンター幸外旭川デイサービスセンター幸
　当デイサービスセンターでは、ご利用者の皆様と一緒にゲームや物作りを通じてリハビリテー
ションを実施して、健康の維持・増進のお手伝いをいたします。また、季節の行事、見学、買い物
したりとご満足いただけるよう余暇活動も楽しんで頂いています。お試し利用や見学も随時行って
いますので、お気軽にお問い合わせ下さい。	 ☎018-868-5415　橋本・堀井まで

ブルーメッセへGO！
仮装して若返りました♡ 楽しいですね♪♪

千羽鶴作り
とても細かい作業ですが皆さん一生懸命です！

新春餅つき大会 流石昔取った杵柄です！お手の物ですね

新車で快適なドライブ！
　財団法人ＪＫＡ（競輪補助事
業）さまの助成により、デイサー
ビスセンターに福祉車両（車椅子
仕様リフト付）を追加配備する事
が出来ました。益々快適で楽しい
外出が増えますね。心より感謝申
し上げます。
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～医務室～　口腔ケア
　当園では、旭北歯科の田中尚樹先生と遠藤歯科の赤川玄次先生の往診による、口腔ケア・口腔ケア
研修を実施しております。口の中を健康な状態に保つ事により １．誤嚥性肺炎 ２．認知症 ３．感染症
や発熱、風邪を引きにくくする　などの予
防に努めています。
　口腔ケアのポイント・方法等を学び、ご
利用者様が楽しく食事をしたり、生活の向
上につながるよう施設全体で取り組んでお
ります。

季節を感じられる食材使用とメニューで、
食事を楽しんでいただきたいと考えています。笑顔　  をひきだす食事

七草がゆ

　お正月といえば、『おもち』ですね。安
・ ・ ・
全においしくいただいても

らえるよう、ソフト食レシピ（管理栄養士　黒田留美子氏　考案）に
そって作ったおぞう煮をご紹介します。

○米は２倍量の水で、２％のゼラ
チンパウダーを加えて炊く。

○半分つぶして団子を作る。
○ふつうのおもちより粘り気少な
く、のどをとおりやすい。

新
人
職
員
紹
介
①
尊
敬
す
る
人
　
②
マ
イ
ブ
ー
ム
　
③
今
年
の
抱
負

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

幸
楽
園

看
護
師  

工
藤 

恵
美
子

①
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
様

②
三
十
年
間
ド
ラ

ゴ
ン
ク
エ
ス
ト

に
は
ま
り
続
け

て
い
ま
す

③
健
康
第
一
！

①
冷
静
に
物
事
を

処
理
で
き
る
人

　
気
持
ち
を
素
直

に
表
現
で
き
る

人
②
講
談
　
神
田
松

之
丞
の
講
談
を

生
で
拝
聴
し
た

い
③
身
体
の
負
担
に

な
ら
な
い
程
度

の
軽
い
ス
ポ
ー

ツ
を
始
め
た
い

①
渡
嘉
敷
来
夢

②
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

③
お
金
を
貯
め
る

事
①
父

②
歌
を
う
た
う
こ
と

③
初
心
に
戻
り
業
務

を
早
く
覚
え
る
事

と
、
実
母
の
介
護

と
仕
事
の
両
立
を

が
ん
ば
り
た
い
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
　
幸
楽
園

①
両
親

②
ダ
イ
エ
ッ
ト

③
時
間
内
に
自
分

の
仕
事
を
終
わ

ら
せ
る

①
祖
母
。い
つ
も
笑

顔
で
穏
や
か
に

接
し
て
い
る
の

を
見
て
、私
も

そ
う
な
り
た
い

②
読
書

③
笑
顔
を
忘
れ
ず
、

ご
利
用
者
様
の

気
持
ち
を
大
切

に
し
た
援
助
を

し
て
行
き
た
い

①
義
母

②
韓
流
ド
ラ
マ
鑑

賞
③
健
康
第
一

①
従
兄
弟

②
ト
ミ
カ
を
集
め

る
事

③
資
格
取
得

外
旭
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
幸

看
護
師  

髙
槗 

幸
子

介
護
職
員  

神
谷 

裕
奈

介
護
職
員  

永
田 

智
子

調
理
員  

中
泉 

健
司

介
護
職
員  

鎌
田 

優
美
子

介
護
職
員  

佐
藤 

三
和
子

介
護
職
員  

大
野 

真
里
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今
年
は
平
成
最
後
の
年
で
す
。
新
年
号
は
「
金
農
」
と
ホ
ラ

を
吹
い
た
方
も
い
ら
し
た
と
か
…
。
い
づ
れ
に
し
ろ
、
平
穏
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
事
が
一
番
で
す
。

湯
か
又
村
の
三
不
思
議

１　

天
台
宗
の
古
寺

　

江
戸
期
の
紀
行
家
、
菅
江
真
澄
が
、
こ
こ
湯
か
又
村
を
訪
れ
た
文
化
十
四
年（
１
８
１
７
）
の
こ
と
は
、
先
の
十
六
集

で
述
べ
た
が
、
い
く
つ
か
を
追
記
す
る
。

　

湯
か
又
村
で
真
澄
が
見
た
大
寺
の
古
址
は
、
現
在
、
滝
本
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
身
の
不
動
明
王
堂
か
ら

二
丁
ば
か
り
下
っ
た
所
に
あ
っ
た
。
真
澄
の
と
き
は「
毘
沙
門
」
と
言
う
字
名
の
更
地
に
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
天
台

宗
の
多
聞
天
の
一
寺
が
あ
っ
た
と
わ
ざ
わ
ざ
念
を
押
し
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
こ
れ
ら
の
寺
院
の
中
の
一
宇
か
と
思
わ
れ
る
古
寺
の
一
つ
は
、
つ
い
先
刻
の
昭
和
初
期
ま
で
方
九
間
の
建
物

で
残
っ
て
い
た
そ
う
で
、天
井
板
に
は
見
事
な
飛
龍
の
絵
が
躍
っ
て
い
た
と
古
老
は
言
っ
て
い
た
。明
治
こ
の
方
無
住
だ
っ

た
の
で
、
い
つ
し
か
浮
浪
者
が
住
み
着
く
よ
う
に
な
り
、
焚
き
火
の
不
始
末
か
ら
焼
失
し
た
そ
う
だ
。

　

こ
の
古
寺
の
建
っ
て
い
た
場
所
は
、
集
落
か
ら
沢
伝
い
に
上
っ
て
五
百
米
程
の
南
向
き
の
丘
で
、
今
は
杉
林
に
な
っ
て

い
る
。
真
澄
は
こ
の
寺
跡
に
触
れ
な
が
ら
こ
う
も
書
き
留
め
て
い
る
。

　
「
こ
の
丘
か
ら
更
に
一
丁
下
る
と
、
そ
こ
が
一
王
寺
の
跡
だ
っ
た
。
寺
は
こ
の
沢
の
奥
で
、
ひ
と
つ
峠
を
越
え
た
藤
倉

に
移
転
さ
れ
て「
市
王
寺
」
と
呼
ば
れ
た
。
寺
の
境
内
に
は
コ
ン
カ
ラ
、セ
イ
タ
カ
と
い
う
名
で
二
本
の
大
杉
が
あ
っ
た
が
、

今
は（
真
澄
の
こ
ろ
）
も
う
枯
れ
て
し
ま
っ
て
、
な
い
そ
う
だ
」
と
書
い
て
い
る
。

２　

大
滝
に
ま
つ
わ
る
、
夜
空
の
怪

　

不
動
明
王
堂
の
建
っ
て
い
た
場
所
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。
湯
の
里
の
沢
の
出
会
い
の
中
腹
で
、
南
北
に
は
し
る
断

層
で
出
来
た
、
小
さ
な
瀑
布
の
岸
に
あ
る
。
務
沢
か
ら
落
ち
込
ん
で
い
る
の
が
不
動
の
滝
で
、
そ
の
手
前
の
右
肩
の
支
流

か
ら
下
る
岩
場
が
九
段
の
滝
だ
。

　

天
を
見
上
げ
る
断
崖
の
狭
間
に
二
つ
の
瀑
布
が
落
ち
合
い
、
飛
沫
た
だ
よ
う
幽
玄

の
雰
囲
気
は
、
い
か
に
も
信
仰
の
霊
場
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
な
し
て
い
る
。

　

真
澄
は
こ
こ
で
風
聞
し
た
、滝
に
ま
つ
わ
る
三
つ
の
不
思
議
を
述
べ
て
い
る
。「
一

つ
、
夜
な
夜
な
天
灯
下
り
。
二
つ
、
洪
水
あ
れ
ど
溺
死
者
な
く
。
三
つ
は
更
け
て
鶏

鳴
が
起
こ
る
」。
峡
谷
の
夜
空
は
オ
ー
ロ
ラ
が
降
り
、
瀑
布
が
あ
ふ
れ
谷
を
う
ず
め

る
と
も
一
人
と
死
者
が
出
な
い
。ま
た
暮
れ
て
深
更
、闇
に
鶏
の
声
が
響
き
渡
る
の
だ
。

　

不
動
の
滝
は
逐
年
高
さ
を
失
い
、
滝
壺
に
も
昔
の
荘
厳
さ
が
な
く
な
っ
た
。
だ
が

両
岸
か
ら
覆
い
か
ぶ
さ
る
絶
壁
の
危
う
さ
を
支
え
る
か
の
よ
う
に
、
堂
宇
が
ひ
と
つ

さ
さ
や
か
に
鎮
座
し
て
い
る
。

　

温
泉
は
摂
氏
十
五
度
で
、
い
ま
も
こ
の
滝
の
下
の
あ
ち
こ
ち
に
湧
い
て
い
る
。
明

治
二
十
七
年
刊
の『
秋
田
県
温
泉
の
し
る
べ
』
に
よ
る
と「
滝
の
下
冷
泉
」。
浴
場
と

し
て
の
開
設
は
永
正（
１
５
０
４
～
１
５
２
０
）
年
に
さ
か
の
ぼ
る
と
あ
る
。

　

浴
場
は
大
正
期
ま
で
賑
わ
っ
た
と
言
う
が
、
今
は
流
れ
に
消
え
る
湯
の
華
に
も
似

て
、
地
元
の
夢
物
語
に
な
っ
て
い
る
。

（
永
田
賢
之
助
）
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涼
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郎
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人
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